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昨年に引き続き､養殖貝実態調査､養殖数量調査､椎貝の採取及び計画の項目について調査 し

た｡

1.養殖貝実態調査

調 査 内 容

(1) 調 査 期 間 :平成元年 5月23日～6月2日

(2)調 査 場 所 :陸奥湾内 (平舘村～脇野沢村)24組合及び支所 (連絡所)

(3)調査対象貝 :昭和63年産養殖貝

(4)調査対象者 ･調査点 ･調査個体数の :表 1のとおり

(5) 調 査 方 法 :陸奥湾内の全養殖者の5%を基準にした調査対象者のホタテガイを沖どり調査 し

た (原則として1対象者当り2点)

表 1 調査対象者､調査点数及び調査個体数 ( )内は63年春調査

区分項目 パールネット 丸 篭 耳 づ り

計調査対象者数(人) 59 (58) 12 (20) 44 (4●1)

115 (119)調 査 点 数(点) 81 (76) 18 (25) 60 (

57) 159 (158)調 査個体 数(個) 12,275(ll,851) 3,591(5,127) 10,343(10,650) 26,2

09(27,538)調 査 結 果昭和53年調査からの地区別のへい死率及び異常貝出現率を表2に､地区別及び養殖方



今年度の全湾平均のへい死率は､6.8%､異常貝出現率は26.5%といずれも実態調査 を開始 した昭

和53年以降最も高 く (図 1)､中でも上磯､青森地区がへい死率で10%台､異常貝出現率で40%台 と

かなり高い値を示 した｡
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均重量 40 60 61 62 63 元叫図3 養殖方法別平均重量の推移養殖貝の成長は､全湾平均で殻長7.3cm (昨年同期7.1cm)､全重量47.

0g (昨年同期43.5g) と昭和59年当時とほぼ同じ成長を示 した昨年をさらに上回った｡養殖方法別にみると､パ

ールネットでは平均殻長7.2cm､全重量44.5g (昨年同期7.2cm､41.9g)丸篭では平均殻長7.2cm､全重

量44.6g (昨年同期6.8cm､39.2g)､耳づ りでは平均殻長7.5cm､全重量51.0g (昨年同



全重量の推移を図2･3に示した｡

養殖方法別の収容密度は､全湾平均でパールネット16.4個/段､丸篭20.6個/段､耳づ り172.4個/

逮 (昨年同期17.3個/段､21.0個/段､184.4個/逮)と､いづれも昨年より若干減少 しているものの

昭和60年以前と比較すると､まだかなり多い状態であった｡

垂下連の間隔は､パールネット43cm､丸篭59cm､耳づ り47cm (昨年同期46cm､66cm､47cm) とパー

ルネットと丸篭の間隔が狭 くなっていた｡さらに､幹網 1m当りの収容数を垂下連の間隔から求める

と､パールネット388.4個/m､丸篭371.6個/m､耳づり393.7個/m (昨年同期359.4個/m､362.0個

/m､422.1個/m)とパールネット､丸篭が増加していた｡地区別では､下北地区を除くすべての地

区でパールネット･丸篭及び耳づりの平均で300個/m以上､特に上磯地区では昨年の505個/mを大

幅に上回る639個/mと著しく増加していた｡

2.養殖数量 ･稚貝採取及び利用計画

調 査 内 容

調査期間 :平成元年 5-6月

養 殖 数 量 調 査- 昭和62年産貝及び63年産貝の養殖業者全員の保有数量を漁協が聞き取 り調査

した｡ (平成元年 5月1日現在)

採取利用計画調査- 平成元年産貝の採取及び利用計画数量等を漁協が養殖業者全員から聞き取 り

調査 した｡ (平成元年 5月1日現在)

調 査 結 果

養殖数量調査の結果を表4に､採取利用計画を表 5に示した｡

(1)62年産貝 (成貝)

平成元年 5月1日までに椎貝約 1億 2千万個､成貝約 2万 トンが出荷され､現在保有されている

数量は約 9千4百万個であった｡

(2) 63年産貝 (半成貝)

地まき用種苗としては､18組合 ･支所 (種苗養殖者数1,465人)で約 3億 1千万個が放流され､

放流時期は､翌年春放流が全体 (18組合 ･支所)の約 6割占めていた｡販売数量は椎貝が他地区へ

の養殖用種苗及び加工用として約 5千 5百万個､半成貝は加工用として約 3千8百万個が販売され

た｡

平成元年 5月1日現在の保有数量は､約4億 1千 8百万個と昨年より9千 9百万個減少してお り

養殖方法別の割合では､パールネット28.6% (昨年同期32.5%)､丸篭24.3% (同24.8%)､耳づ

り47.1% (同42.7%)となり昨年と比べると耳づりの割合が若干増え､パールネットが減少 した｡

(3) 元年産貝 (椎貝)

採苗予定者数は､1,988人で9億 3千万個の採苗が予定されてお り､内訳 としては養殖用約 6億

個､地まき用約 2億 8千万個､移出用約4千 7百万個となっていた｡
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考 察

今回の調査は､へい死率が昨年の2倍強の6.8%､異常貝出現率にいたっては､2.6倍の26.5%を示

し､いづれも実態調査を開始 した昭和53年以降最も高い値を示 し､今後の水揚げ成績が危倶される結

果となった｡また反面､貝の成長が良かった原因として､通常成長の停滞する夏場に水温が低 く､逆

に冬場の水温が高めに推移したことや､ホタテガイの産卵が例年に比べ幾分早 く､したがって成長が

早かったこと等が主な原因と考えられた｡

しかし､幹綱 1m当りの収容数は昨年に比べ平均で10個増加するなど､依然として過密状態が改善

されていない｡今回のへい死率及び異常貝出現率が､近年にない高い値を示 したことを考慮 し､再び

大量へい死を招かないためにも､陸奥湾の環境収容力には限界があることを認識 し､直ちに適正な養

殖管理を行い､安定 した生産体制を築 くことが最重要課題であると思われる｡
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表2 春季養殖貝実態調査における半成貝の-い死率及び異常貝出現率

-

9
5

-

柄套年 網 主対象且(軸) 上磯地区 雷森地区 平内地区 上北地区 下北地区
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表3 地区別調査結果 ( )は調査人数

ー1

2品
3
-

地 区 区 分 中 主 赦 へい死疎く%) 苑等叉出現率 平均攻寄放く%) (個/倭 .逮) 平均股長一(cm) 平均並立(g) 平均軟拝邦量 量(g) 連のrpl描くcm) lm当りの

収 昔 軟く旬)上 畿 パールネット く11) 20 12.9 39.9 19.9 7.6 48.8
20.4 41.7 579.2丸 か ご ( 2) 2 20.7. 59.4 60.2 6.
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表4 養殖数量調査 (元年 5月1日現在漁協調べ)
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漁協 支所 こ..一 63 年 jE 貞 ･62

年 雇 員敢(A) 柚 まき供出 R売 (柑 鼻 ) 散発 (半荘貝) 現在の腹背桁亜 !貴在の保育救丑
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三垂加 256 355 0611 5 0 ■一つ 4 4沖 館 e 32
1.4 0- 0-■■ 0 59 0 59 55 0 55 0 0雷呑 4 77 ･1.4 ･0.I- b■■- 0 60 0 60 l 0 1

8 0連荘 l2 400 I.4 'l75 県 外 0一■■■ 0 16 0
16 25 0 25 0 0康男Il l5 0 - 304 県内外 157 加工場 27 207

0 234 6 ■0 6p 7-1 3野内 3t 420 1.3 305 県 外 0 - 0 275 0275 0 0 0 0 37久葉 42 350 1.3 340 県 外 d - 0 261 430 691 II4 0 1

14 0 i3小什 214 I.279 I.247 750 1.I62 2.040 430 3.632 小6 0 446 753 ea31平内町 引90 305lO7 63.12

63.12 282384 ●メ 0Ill ■-● 01,338 82301一112I.066 1.9352.404270I-74 -- 270

574 1568 I.lot2.C59.茂細 県内浪 iL 内 0 一l29油田 IOlIl一 7ll･.1.l60 63.1263.12 220.652野 牛石加工壌 00- 1.2611.503 00 1.4361.73 2
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表 5 元年度椎貝採取及び利用計画
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